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予算額〔平成26年度〕　114万円（うち県交付金収入95万円）

市民交流課（☎�５５１３）

結婚から、はじまる。
新たなライフステージを考えよう！

伊勢市ライフステージバックアップ事業

と　き　２月８日㈰、午後１時～４時
ところ　皇學館大学・４号館431教室
対　象　結婚についてさまざまな関心を持っている人
内　容　基調講演「『結婚』の

いま～今どき花嫁にみ

る変化とこれから～」

伊藤綾さん（結婚情報

誌「ゼクシィ」統括編

集長）、パネルディス

カッション

定　員　200人（先着順）

と　き
　１月25日㈰、午後１時30分～３時30分

　１月27日㈫、午後６時30分～８時30分

　※両日とも同じ内容です。

ところ　県伊勢庁舎・第401会議室
対　象　結婚についてさまざまな関心を持

っている人

定　員　各30人（先着順）
※ワールドカフェでは、カフェにいるよう

なリラックスした雰囲気の中、参加者が

少人数に分かれたテーブルで自由に対話

を行います。

申し込み　氏名・連絡先・参加希望日を、電話・ファクス・Ｅメールで市民交流課（FAX㉑５６４２、
アドレスkouryu@city.ise.mie.jp)へ

ワールドカフェ シンポジウム
結婚ってなぁに。
ちょっと、一緒に話してみよう！

　全国調査では、いずれは結婚しようと考える未婚者の割合は９割弱、また、みえ県民意識調査では、

幸福感は未婚者より既婚者の方が高いという結果が出ています。なのに、婚姻率は低下し、未婚率は上

昇しているのはなぜでしょうか…。

　まだ先のこと、イメージがわかない、ちょっと不安も…。

　新たなライフステージを、さまざまな思いの人たちと交流しながら話し合ってみませんか。

結婚事情！
現代～知っておくと安心

伊藤　綾さん
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予算額〔平成26年度〕　１億6,533万３千円（うち国・県補助金5,971万３千円）

クラブ名 所　　在　　地 問い合わせ先
二見放課後児童クラブ第１ 二見町茶屋63-4 43-5551

（社会福祉協議会二見支所）二見放課後児童クラブ第２ 二見町茶屋348（二見老人福祉センター内）
小俣放課後児童クラブ 小俣町元町662-1（小俣児童館内）

27-0509
（社会福祉協議会小俣支所）

小俣放課後児童クラブ第２ 小俣町本町３（小俣農村環境改善センター内）

明野放課後児童クラブ 小俣町新村399-3（明野児童館内）
御薗放課後児童クラブ 御薗町長屋2794-1（御薗こどもプラザ内） 29-0886

（御薗こどもプラザ）御薗放課後児童クラブ第２ 御薗町長屋2767（ハートプラザみその内）

クラブ名 所　　在　　地 問い合わせ先
すみれ学童クラブ第１

常磐３丁目10-44（旧早修幼稚園） 29-0804
すみれ学童クラブ第２（平成27年４月新設）
明照こどもクラブ 楓（かえで） 吹上２丁目5-41

28-2678
明照こどもクラブ 楪（ゆずりは） 吹上２丁目7-10
ひまわり学童クラブ 旭町349（宮山小学校敷地内） 28-9003

はまっこ学童クラブ 神社港262-1
（みなとデイサービスセンター内）

36-3755

とよはま学童クラブ 西豊浜町1760（旧豊浜西幼稚園） 37-7071
藍ちゃんの家ふぁみりーくらぶ 厚生学童部 宮後１丁目10-21 65-7252
藍ちゃんの家ふぁみりーくらぶ 城田学童部 上地町1770（旧城田駐在所） 080-1622-5021
藍ちゃんの家ふぁみりーくらぶ 浜郷学童部 黒瀬町1736-2（黒瀬児童センター内） 080-1622-5575
学童クラブ レインボーキッズ 上野町2908（旧沼木幼稚園） 050-7000-1819
放課後児童クラブ 銀のスプーン 河崎１丁目14-21 63-5682
放課後学童クラブ リンドバーグ佐八 佐八町2060 39-6802
放課後児童クラブ リンドバーグ四郷 楠部町2484（旧四郷幼稚園） 24-6700
放課後児童クラブ リンドバーグ大湊 大湊町1074-1 63-6225
あけの学童クラブ 小俣町新村558-21 20-7166
あけの学童クラブ第２ 小俣町新村558-31 20-7161
きたはま学童クラブ 村松町3280-6（旧北浜幼稚園） 37-4099
なないろ学童クラブ（平成27年４月新設） 宇治浦田２丁目4-24 080-1551-1622

対　　象　次の要件を全て満たす児童
・平成27年４月現在、小学生である
・保護者が昼間に仕事で家庭にいないなどの理由で見守ることができない
・通所できる

募集期間　２月２日㈪～13日㈮
※利用料などについては、各クラブへ問い合わせてください。

募集期間　随時（ひまわり学童クラブを除く）
※ひまわり学童クラブは、説明会を終了しましたが、利用希望者の相談に応
じます。
※対象年齢・利用料などについては、各クラブへ問い合わせてください。

※杉の子学童クラブ（久世戸町５〔修道小学校敷地内〕、☎23-1076）は、定員に達しているため募集していません。

公設の
放課後児童
クラブ

民設の
放課後児童
クラブ

　放課後児童クラブは、仕事などの理由で保護

者が昼間家庭にいない児童に対して、授業終了

後に適切な遊びや活動の場を与えることによ

り、児童の健全育成を図る施設です。

　平成27年度にクラブの利用を希望する人は、
各クラブへ直接申し込んでください。

※利用するためには登録と利用料が必要です。

こども課（☎�５５６１）

放課後児童クラブの
利用児童を募集

平成27年度
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　チーズブラウニーとポルボローネを作り

ます。

と　　き　２月８日㈰、13：30～15：30
と こ ろ　二見公民館・調理室
講　　師　飯田波香さん（伊勢市生涯学習

講師人材バンク登録講師）

定　　員　15人（申し込み多数の場合は抽
選）

持 ち 物　材料費1,500円、エプロン、布巾、
手拭き用タオル、持ち帰り用容器

申込期限　１月23日㈮
申 込 先　二見公民館（〒519-0609二見町

茶屋209）

　翌日に控えたホワイトデーに向けて、お菓子作り

初心者でも簡単に作れるマフィンとクッキーを作っ

てみませんか。

と　　き　３月13日㈮、10：00～12：00
と こ ろ　小俣農村環境改善センター・実習室
講　　師　太田奈美子さん（伊勢市生涯学習講師人

材バンク登録講師）

定　　員　24人（申し込み多数の場合は抽選）
持 ち 物　材料費1,000円、エプロン、布巾、持ち

帰り用容器（Ａ４サイズでカップケーキ

が入るぐらいの大きさ）

申込期限　２月27日㈮
申 込 先　社会教育課（〒519-0592小俣町元町540）

　大切な人に感謝を込めて贈るバレンタインスイーツを手

作りで楽しみましょう。ラッピングの仕方も教わります。

と　　き　２月７日㈯、13：30～15：30
と こ ろ　ハートプラザみその・栄養指導室
講　　師　平塚道子さん（伊勢市生涯学習講師人材バンク

登録講師）

定　　員　24人（申し込み多数の場合は抽選）
持 ち 物　材料費1,200円、エプロン、三角巾、布巾、筆

記用具、持ち帰り用容器

申込期限　１月23日㈮
申 込 先　御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター（〒516-0806御薗町上

條1173-1）

　おいしくて簡単に作れる、バレンタイ

ンやホワイトデーのお菓子を作ります。

　家族や友人、大切なあの人に、日頃の

感謝や思いを込めて、あま～いお菓子を

贈りませんか？

※全講座に応募できますが、１枚

の往復はがきで１人１講座の申

し込みになります。

※同一講座への重複申し込みは無

効となります。

※受講可否については、応募者全

員に返信用はがきでお知らせし

ます。

申し込み

二見公民館（☎�１１１７）
バレンタインスイーツ

御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎�４５１１）
マシュマロチョコレートバー

社会教育課（☎�７８８６）

各講座の申込期限まで（当日消印有効）に、往復はがきに必要事項（下図参照）を記入し、各申込先へ

対象
市内に在住または通勤・通学してお
り、中学校を卒業している人

受講料 無料（別途材料費などが必要）

（往信用表） （返信用裏）

何も記入しないで
ください《申込先の住所》

《申込先の宛名》行

52
日本郵便

往 信

郵便往復はがき

52
日本郵便

返 信

郵便往復はがき

（返信用表） （往信用裏）

①講座名
②住所
③氏名（フリガナ）
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦勤務先または学校

（市外在住者のみ）

　住所

　　氏　　名 様

社会教育課（☎�７８８６）
－ホワイトデーに心をこめて－ 手作りマフィンとクッキー

御薗・二見・小俣公民館講座

を贈るハート

二見公民館講座 小俣公民館講座

御薗公民館講座
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いせファミリー・サポート・センターで

子育てのお手伝いをしませんか？

いせファミリー・サポート・センター事業費〔平成26年度予算額〕　870万円（うち国補助金357万円）

平成26年度 第２回提供会員養成講座 プログラム
と　　　き 内　　　　容 講　　　　師　（敬称略）

２月21日
（土）

９：45～10：00 開講式／オリエンテーション

10：00～12：00 子ども・子育てを取り巻く環境 秋山則子（ＮＰＯ法人三重みなみ子どもネットワーク理事長）

13：00～15：00 保育の心 堀川美子（育児支援アドバイザー）

15：10～17：10 子どもの遊び 山野栄子（鈴鹿短期大学生活学科・こども学専攻特任准教授）

２月22日
（日）

９：30～12：30 子どもの栄養と食生活 馬場啓子（中部大学現代教育学部幼児教育学科非常勤講師）

13：30～16：30 身体の発達と病気 羽根靖之（はね小児科医院院長）

２月28日
（土）

９：30～12：30 心の発達・障害について 千草篤麿（高田短期大学子ども学科学科長）

13：30～16：30 子どもの事故と安全 富内直美（日本赤十字社三重県支部看護師）

16：40～17：10 会則／事業説明 倉木紀子（いせファミリー・サポート・センターアドバイザー）

３月１日
（日）

９：30～12：30 小児看護の基礎知識 岡田まり（㈱ジェネラス訪問看護ステーションほたるいせ管理者）

13：30～14：30 子どもの生活へのケアーと援助 谷ともえ（伊勢市健康課保健師）

14：40～17：10
講座を振り返って
・伊勢市の子育て支援
・サポーターとしての心構え

谷ともえ（伊勢市健康課保健師）
秋山則子（ＮＰＯ法人三重みなみ子どもネットワーク理事長）

※上記講座の全日程修了者は、３月８日（日）または14日（土）・午後１時～４時に開催予定の託児実習を受けてください。

　子育てを助けてほしい人（依頼会員）の希

望する内容・時間で、子どもを有償で一時

的に預かる育児援助をしていただきます。

依頼会員と提供会員の

両方を兼ねることもで

きます。

　会員登録は無料で

す。また、万一の事故

に備えて保険に加入し

ています。

とき・内容・講師　下表のとおり
と こ ろ　小俣農村環境改善センター（２月21日・22日）
　　　　　生涯学習センターいせトピア（２月28日・３月１日）
対　　象　市内および近隣市町に在住する20歳以上の人
定　　員　30人（先着順）
受 講 料　無料（別途テキスト代2,100円が必要）
申し込み　電話・ファクスでいせファミリー・サポート・セン

ター（FAX㉘５６７９）へ
※全日程を受講できる人を優先します。全日程を受講できない

人はご相談ください。

※受講後に提供会員として登録をお願いします。

※託児できます。（無料、要予約）

　臨時的な子どもの預かりや、保育所・幼稚園への送迎などを

していただく提供会員の養成講座を開催します。この講座では、

子育てに関するさまざまな知識・技術を学ぶことができます。

提供会員って何をするの？

提供会員の養成講座を開催

　市では、仕事と家庭の両立および地域の子育てを支援するため、ファミリー・サポート・センター事
業を実施しています。いせファミリー・サポート・センターは、子育てを助けてほしい人（依頼会員）の
要望に応じ、子育てのお手伝いができる人（提供会員）を紹介し、相互の信頼と了解の上で、一時的にお
子さんを預かる相互援助の会員組織です。
　同センターでは、依頼会員と提供会員を募集しています。登録は無料ですので、登録しておくだけで
も安心につながります。
※同センターの運営は、市からＮＰＯ法人三重みなみ子どもネットワークへ委託して行っています。

こども課（☎�５５６１）、いせファミリー・サポート・センター（☎�５６９２）

子育てを終えた人や保育士の資格を持つ人など、子どもが好きで、子どもに関わる活動をしたい人、
自らの子育てのスキル（能力）向上を目指すお母さんなどへ
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市が運行する青パト

　

青
パ
ト
を
使
っ
た
パ
ト
ロ
ー

ル
は
日
常
的
に
続
け
ら
れ
て
お

り
、
今
後
も
街
頭
な
ど
で
発
生

す
る
犯
罪
被
害
の
防
止
活
動
を

し
た
り
、
不
審
者（
車
）な
ど
を

発
見
し
た
場
合
は
警
察
へ
通
報

し
た
り
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

に
、
あ
ら
か
じ
め
許
可
を
受
け

て
い
る
地
域
の
通
学
路
や
学
校

周
辺
、
公
園
、
駅
周
辺
、
住
宅

地
な
ど
を
中
心
に
活
動
団
体
が

見
守
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
犯
罪
を
目
撃
し
た
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
状
況
を
把
握

し
た
上
で
、
１
１
０
番
通
報
を

し
ま
す
。

◆
青
パ
ト
に
よ
る
活
動
の
利
点

・
昼
夜
を
問
わ
ず
、
青
色
回
転

灯
が
遠
方
か
ら
で
も
目
立
つ

・
限
ら
れ
た
時
間
で
広
域
に
活

動
が
で
き
る

・
活
動
す
る
人
の
年
齢
や
、
体

力
な
ど
に
影
響
が
少
な
い

・
天
候
の
変
化
に
影
響
さ
れ
に

く
い

◆
青
パ
ト
の
運
行
台
数

　

市
で
は
２
台
、
自
主
防
犯
活

動
団
体
で
は
４
団
体
で
８
台
を

所
有
し
、
運
行
し
て
い
ま
す
。

◆
青
パ
ト
と
は

　

青
色
回
転
灯
を
装
着
し
た
パ

ト
ロ
ー
ル
車
の
こ
と
で
、
市
や

自
主
防
犯
活
動
団
体（
自
治
会

な
ど
）
が
警
察
署
に
申
請
し
、

パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
を
受
け
る
な

ど
の
手
続
き
を
し
た
上
で
、
パ

ト
ロ
ー
ル
に
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

青
パ
ト
を
使
う
と
、
広
範
囲

を
パ
ト
ロ
ー
ル
で
き
、
回
転
灯

が
遠
く
か
ら
も
目
立
つ
た
め
、

夜
間
で
も
犯
罪
抑
止
効
果
が
高

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
青
パ
ト
に
よ
る
活
動
内
容

　

空
き
巣
被
害
、
自
転
車
盗
難

な
ど
の
犯
罪
発
生
情
報
や
、
不

審
者
情
報
な
ど
、
警
察
や
市
民

な
ど
か
ら
の
情
報
提
供
を
基

青
パ
ト
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
て
い
ま
す

シ
リ
ー
ズ
防
犯

安
全
で
安
心
な

ま
ち
を
め
ざ
し
て

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
４
）

通
学
路
に
ま
で
活
動
範
囲
を
広

げ
、
下
校
時
の
児
童
の
見
守
り

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
柴
原
代
表
の
思
い

　

活
動
を
始
め
て
10
年
に
な
り

ま
す
が
、
住
民
の
理
解
も
あ
っ

て
、
隊
員
数
は
常
に
20
人
以
上

を
維
持
で
き
、
住
民
の
防
犯
に

対
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
常
生
活

の
延
長
の
つ
も
り
で
、「
気
楽

に
気
長
に
活
動
を
継
続
さ
せ
た

い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
結
成
の
経
緯

　

辻
久
留
台
自
治
会
は
、
犯
罪

や
事
故
を
防
止
し
、
安
全
で
住

み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
の
た

め
に
、
平
成
８
年
に
辻
久
留
台

防
犯
委
員
会
を
設
立
し
、
会
員

二
十
数
人
で
、
夏
休
み
中
や
年

末
年
始
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
に
市
内
で

空
き
巣
被
害
が
多
発
し
、
同
地

区
内
で
も
被
害
が
発
生
し
た
こ

と
を
受
け
て
、
有
志
が
防
犯
委

員
会
活
動
と
は
別
に
、
昼
間
活

動
す
る「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

を
新
た
に
結
成
し
、
同
年
２
月

か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

◆
活
動
内
容

　

主
に
空
き
巣
被
害
の
防
止
を

目
的
と
し
た
徒
歩
活
動
で
、
隊

員
18
人
で
昼
間
の
団
地
内
パ
ト

ロ
ー
ル
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
現
在
、
隊
員
は
23
人
に
な

り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
時
は
防
犯
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
と
帽
子
を
着
用
し
、

ほ
ぼ
毎
日
活
動
し
成
果
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
団
地
外
の

辻
久
留
台
防
犯
委
員
会

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡
会
会
員
紹
介

市内の主な窃盗犯の件数（平成26年１～11月暫定値）
区　　　分 件数（対前年比）

侵入盗犯
空き巣狙い 　31件（－５件）
忍び込み ２件（－２件）

非侵入
盗犯

自動車盗 10件（＋４件）
オートバイ盗 33件（－10件）
自転車盗 192件（－32件）
ひったくり ０件（±０件）

車上狙い 63件（＋20件）
部品狙い 30件（－５件）
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今
回
は
、
燃
え
る
ご
み
や
皆

さ
ん
に
分
別
し
て
出
し
て
い
た

だ
い
た
資
源
物
が
、
そ
の
後
、

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る

か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

資
源
物
は
さ
ま
ざ
ま
な
用
途

に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
ま
た
、

燃
え
る
ご
み
は
、
焼
却
し
た
後

に
残
っ
た
灰
も
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
て
土
木
用
資
材
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
す
。（
下
図
参
照
）

　

燃
え
る
ご
み
の
中
に
入
れ
て

い
る
資
源
物
を
分
別
す
る
こ
と

で
、
費
用
の
削
減
や
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
も

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

シ
リ
ー
ズ
資
源

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の

ま
ち

集
め
ら
れ
た
ご
み
は

ど
う
な
る
の
？

燃えるごみや資源物は、下図のように処理され、さまざまな用途にリサイクルされています。

※金額は平成25年度実績。

燃えるごみ

粗大ごみ

缶・金属類

資源びん

ペットボトル

プラスチック製
容器包装

ガラス・くずび
ん類、陶磁器類

小型家電

乾電池

蛍光管、鏡

紙・布類

てんぷら油

コンクリート、
瓦、れんがなど

伊勢広域環境組合【支出】
委託料 約１億4,754万５千円溶融スラグなど道路舗装用資材再商品化工場

伊勢広域環境組合【収入】
売却額 約3,747万９千円

鉄、アルミニウム
（工業用原材料）再商品化工場

伊勢広域環境組合【支出】
委託料 約168万９千円各種工業用原材料再商品化工場

伊勢広域環境組合【収入】
売却額 約38万２千円

伊勢広域環境組合【支出】
委託料 約330万３千円

びん（再利用）、土木資材

埋立地

伊勢広域環境組合【収入】
売却額 約1,118万６千円繊維製品・卵パックの原材料

再商品化工場

伊勢広域環境組合【支出】
委託料 約44万８千円プラスチック製品の原材料

再商品化工場

再商品化工場 伊勢広域環境組合【支出】
委託料 約664万５千円

コンクリート製品、土木資材な
ど

再商品化工場 伊勢広域環境組合【収入】
売却額 約114万６千円

鉄、アルミニウム、銅、非鉄金
属、プラスチック（原材料）

再商品化工場 伊勢広域環境組合【支出】
委託料 約378万８千円亜鉛、鉄（工業用原材料）

再商品化工場 伊勢広域環境組合【支出】
委託料 約266万９千円

水銀（蛍光管などの原材料）、そ
の他の製品（断熱材など）

再商品化工場

市【収入】
売却額 約1,881万４千円

再生紙、トイレットペーパー、
段ボール原紙など製紙工場

・
繊維工場

など 市【収入】
売却額 約20万１千円ウエス、古着（再利用）

燃料再資源化
施設

市【収入】
売却額 278円バイオディーゼル燃料

公衆浴場 市【収入】
売却額 275円公衆浴場のたきつけ燃料

再商品化工場 市【支出】
委託料 約558万８千円再生砕石など一時保管

破砕（蛍光管）
一時保管（鏡）

一時保管

一時保管

一時保管

圧縮梱包

一時保管

選別・破砕

破砕不燃
残渣　　

破砕困難物

鉄、アル
ミニウム

燃えるごみ

破砕
・

分別

焼却灰焼却

投棄場

清掃工場

古紙問屋
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「
友
人
の
紹
介
で
サ
ロ
ン
に

出
向
き
、
高
額
の
下
着
の
購
入

契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
」「
Ｓ
Ｎ

Ｓ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
）
で
知
り
合
っ
た
女
性
か
ら

競
馬
情
報
シ
ス
テ
ム
の
購
入
を

勧
め
ら
れ
契
約
し
て
し
ま
っ

た
」
な
ど
と
い
う
も
の
で
す
。

　

契
約
は
、
業
者
と
の
約
束
で

す
。
一
度
契
約
す
る
と
、
簡
単

に
は
解
除
で
き
ま
せ
ん
。
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
契
約

は
よ
く
考
え
て
慎
重
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

成
人
式
を
迎
え
、
今
年
も
多

く
の
新
成
人
が
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
た
い
こ
と
で
す
が
、

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
注
意
が
必
要

で
す
。
こ
れ
ま
で
親
権
者
の
保

護
の
下
で
生
活
を
し
て
い
た
未

成
年
者
が
成
人
に
な
る
と
い
う

こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

未
成
年
者
の
場
合
、
親
権
者

の
同
意
を
得
て
い
な
い
契
約

は
、
本
人
ま
た
は
親
権
者
か
ら

取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
成
人
と
な
っ
て

か
ら
の
契
約
は
、
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

特
に
若
者
に
多
い
契
約
ト
ラ

ブ
ル
と
し
て
、
マ
ル
チ
商
法
や

デ
ー
ト
商
法
な
ど
の
被
害
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊勢市消費生活センター
予算額〔平成26年度〕
983万円（うち県補助金
572万９千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
７
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

契
約
は
慎
重
に
‼

　

ポ
ス
タ
ー
は
４
８
７
点
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
市

長
賞
９
点
と
会
長
賞
お
よ
び
奨

励
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
標
語
は
９
点
の
応
募

が
あ
り
、
市
長
賞
１
点
と
会
長

賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

市
長
賞
の
作
品
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

人
権
意
識
を
高
め
、
人
権
尊

重
の
精
神
を
育
て
る
た
め
、
伊

勢
市
人
権
施
策
推
進
協
議
会
で

は
、
人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー

お
よ
び
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎�５５４６）

人
権
尊
重
啓
発　
　
　
　

ポ
ス
タ
ー
・
標
語　
　
　

入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

やさしさで つなぐ人の輪 いのちの輪
一井　美知子さん

（小俣町湯田）

瀨木　啓夢さん
（小俣中１年）

根本　佳苗さん
（倉田山中２年）

渡辺　くうさん
（宮川中３年）

濱田　奈桜さん
（明倫小４年）

小川　眞依さん
（小俣小５年）

濱口　新奈さん
（有緝小６年）

上田　朝陽さん
（修道小 1 年）

田中　ゆずはさん
（御薗小２年）

志賀　彩葉さん
（御薗小３年）

人権尊重啓発ポスター

人権尊重啓発標語
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血
液
浄
化
器
の
準
備
、
透
析

液
の
管
理
、
治
療
の
開
始
・
終

了
・
治
療
中
の
血
液
浄
化
装
置

の
管
理
、
体
外
循
環
血
液
の
監

視
、
患
者
の
状
態
確
認
、
定
期

検
査
の
準
備
な
ど
、
主
治
医
の

指
示
の
も
と
、
チ
ー
ム
医
療
の

一
員
と
し
て
、
各
種
血
液
浄
化

療
法
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
医
療
機
器
の
発

展
に
よ
り
、
機
器
も
複
雑
に
な

り
、
機
器
管
理
も
重
要
な
も
の

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

病
院
が
保
有
し
て
い
る
医
療

機
器
を
安
全
に
使
用
す
る
た
め

に
、
定
期
点
検
や
修
理
、
整
備

の
ほ
か
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
対

す
る
医
療
機
器
の
安
全
教
育
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
工
学
的
知
識
を
生

か
し
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
安
全

に
医
療
機
器
を
使
用
し
、
患
者

の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
医
療
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

ッ
ク
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の

埋
め
込
み
に
も
立
ち
会
い
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
埋
め
込
み
か

ら
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
ま
で
、

ト
ー
タ
ル（
全
体
的
）に
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

循
環
器
科
医
師
の
も
と
、
看

護
師
・
診
療
放
射
線
技
師
と
一

緒
に
、
24
時
間
体
制
で
、
心
血

管
カ
テ
ー
テ
ル
造
影
な
ど
の
検

査
お
よ
び
治
療
の
介
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
検
査
お
よ
び
治
療

時
の
心
電
図
の
監
視
、
機
材
出

し
、
検
査
台
の
操
作
や
、
使
用

す
る
医
療
機
器
の
点
検
お
よ
び

使
用
物
品
の
補
充
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

「
臨
床
工
学
技
士
」
は
、
血

液
浄
化
装
置
・
人
工
心
肺
装
置

な
ど
の
生
命
維
持
管
理
装
置
の

操
作
お
よ
び
保
守
点
検
を
医
師

の
指
示
の
も
と
で
行
う
医
療
機

器
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
、
医
師
や
看
護
師
、
そ
の
他

医
療
従
事
者
と
共
に
、
患
者
の

治
療
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
３
金
曜
日
に
、
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
が
患
者
の
症
状
に

合
っ
た
動
作
を
し
て
い
る
か
な

ど
を
確
認
し
て
設
定
し
直
し
た

り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
残
量
を
把

握
す
る
た
め
に
定
期
的
に
チ
ェ

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
㉗

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院（
☎
㉓
５
１
１
１
）

臨
床
工
学
室

部
署
紹
介
！

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
外
来

血
液
浄
化
療
法

機
器
管
理
業
務

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査

介
助
業
務

　

有
緝
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
こ
の
地
域
に
住
む
全
て
の

住
民
が
「
活
気
あ
る
住
み
や
す

い
ま
ち
」
だ
と
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
分
野
で
、
無
理
な
く

み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
、

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

「
楽
し
く
元
気
な
ま
ち
」「
美
し

く
住
み
や
す
い
ま
ち
」
を
基
本

目
標
と
し
て
、
11
月
29
日
に
設

立
し
ま
し
た
。

　

有
緝
小
学
校
区
に
は
、河
崎
・

船
江
・
神
久
の
３
つ
の
大
き
な

連
合
自
治
会
が
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
が
活
発
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
小
学
校
区
を
基
本

単
位
に
し
て
地
域
課
題
を
解
決

す
る
新
し
い
自
治
の
仕
組
み
と

し
て
、「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
た
に
設
立
さ
れ

た
２
つ
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

を
紹
介
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
�

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
６
３
）

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

２
小
学
校
区
に
地
区
み
ら
い
会
議
が
で
き
ま
し
た

（
全
地
域
で
活
動
中
）

有
緝
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

有緝まちづくり協議会
設立総会（平成26年11月29日）
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早修ふるさと未来ＮＡＶＩ
設立総会（平成26年12月15日）

家庭で実践！肥満予防のおすすめレシピ
◆かぶとしいたけの
　　　　　中華スープ◆

肉団子
入り

材料（２人分）

作り方

１人分の栄養価

１　湯500ccに鶏がらスープのもとを溶かしておく。
２　小カブは皮をむき、４つ割りにする。
３　生シイタケは、石づきを取り、４つ割りにする。
４　鍋に１・２・３を入れて火にかける。
５　Aの玉ネギはみじん切りにする。
６　Aをボウルに入れてよく混ぜ、６等分して丸める。
７　春雨は熱湯で戻して食べやすい長さに切る。
８　４が沸騰したら６を入れて弱火で煮る。火が通ったら７を加え、

こしょうを振り、斜め切りにした青ネギを散らす。164kcal／たんぱく質9.9g／脂質6.3g／塩分2.1g

1日に350ｇの
野菜を

とりましょう！

他にもたくさんの「低カロリー・バランス食レシピ」を掲載しています。
市のホームページ「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」

低カロリー・バランス食 健康課（☎�２４３５）

　寒い季節、温かいスープは体を芯から温めてくれます。旬の野菜をスープに使うと、豊富な
野菜の栄養素を丸ごと取ることができます。具だくさんスープで、寒い冬を乗り切りましょう。
代表的な冬野菜…ホウレン草、ニンジン、ゴボウ、白ネギ、小松菜、大根、カリフラワー、
　　　　　　　　キャベツ など ※治療中の人は、医師の指示を守ってください。

一口メモ 今回のテーマは　「野菜たっぷりのあったかスープ」です

小カブ･･････････････････２個
生シイタケ･･････････････３枚
鶏がらスープのもと･･小さじ３
春雨････････････････････10ｇ
こしょう････････････････少々
青ネギ･･････････････････15ｇ

　　豚ひき肉････････････80ｇ
　　玉ネギ･･････････････40ｇ
　　酒･･････････････大さじ１
　　水･･････････････大さじ１
　　しょうゆ････････小さじ１
　　片栗粉･･････････大さじ１
　　塩･････････････小さじ1/8
　　こしょう････････････少々

A

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
、
全
て
の
地
域（
24
小

学
校
区
）
で
「
地
区
み
ら
い
会

議（
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）」
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
未
来
づ

く
り
の
推
進
に
関
し
て
、
そ
の

基
本
理
念
や
市
の
責
務
、
住
民

な
ど
の
役
割
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
設
立
、
そ
の
他
必
要
な

事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
自
治
の
推
進
を
図
り
、
住

民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と

の
で
き
る
豊
か
で
住
み
良
い
地

域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

に
、「
伊
勢
市
ふ
る
さ
と
未
来

づ
く
り
条
例
」（
平
成
27
年
４
月

１
日
施
行
）を
制
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
ふ
る
さ
と
未
来
づ

く
り
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
、
将
来
像
を
考
え
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

〝
み
ん
な
仲
良
く
〞を
合
言
葉

に
、「
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
て

良
か
っ
た
」
と
思
え
る
早
修
地

区
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
12
月
15
日
に
設
立
し
ま
し

た
。

　

早
修
地
区
は
、
市
の
中
心
部

に
連
な
る
住
宅
街
で
す
。
周
り

に
は
宮
川
や
三
郷
山
な
ど
身
近

な
自
然
が
広
が
り
、
商
店
街
や

病
院
も
多
く
、
暮
ら
し
や
す
い

地
域
で
す
。

　

自
治
会
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
婦
人
会
、
商
店
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

の
代
表
が
代
議
員
と
な
り
、
地

域
の
意
見
や
課
題
を
広
く
収
集

地
域
自
治
の
実
現
を
目
指
し

「
伊
勢
市
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く

り
条
例
」
を
制
定

早
修
ふ
る
さ
と
未
来
Ｎ

ナ

ビ

Ａ
Ｖ
Ｉ
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いせぼれんだより No.64

伊勢市ボランティア連絡協議会（八日市場町・福祉健康センター内）（☎�２４２５、FAX�２４１２）

新年のごあいさつ
　新年おめでとうございます。

　冬桜が朝日に輝き、新春の朝熊山麓を柔らかく包んでいます。

　皆さまには、日頃より多大なご支援を賜り、厚く御礼申し

上げます。昨年は、度重なる豪雨や火山噴火などの自然災害

の発生で、各地に甚大な被害と多くの人々に悲しみをもたら

した年でした。当会でも被災地の兵庫県丹波市に入り、泥出

しや復興作業に当たり、その後の支援活動も現在継続中です。

　「いつ」「何が」に対応すべく、当会では、迅速なボランテ

ィア体制を図ることを目的に研修を重ねています。また、環

境・防災・福祉を統合した研修会を、三重県ボランティア連

絡協議会主催のもとで、伊勢市を会場として開催します。県

内外の活動者が伊勢に早々に集い、安心・安全のまちづくり

に邁
まい

進することを掲げ、新たな年の出発をします。本年も皆

さまのご支援をよろしくお願いいたします。

　市民の皆さんや施設の方々など、たくさんのご協力をいただ

いて、７月に「ボランティアまつり」が実施されました。

　当日、会場は大勢の一般市民の方々で活気がいっぱいでした。

バザー会場や産直コーナーには早くから人が行き交い、模擬店

や災害・防災コーナーでは、子どもたちも楽しみ、また、消火

器体験などにも真剣に挑戦していました。３階の防災コーナー

では、市や消防職員の皆さんの協力もいただき、体験や展示、

震災のビデオ映写を行いました。熱心に長時間見ておられる方

もいて、防災に対してあらためて意識を強く持っていただいた

と思います。

　参加･協力いただきました多くの皆さまに、あらためて御礼

申し上げます。 （福井）

ボランティア団体紹介コーナー

寄付に感謝

●福祉自助具推進の会
障がい者の手助けとなる自助具
の製作

●朗読シーンボイス
音声ガイド、朗読、司会、老人
施設への慰問

●福祉の店「えがお」
施設の作品やボランティア団体
の作品販売

※今後、36団体の活動概要を紹介
します。
※活動を希望する人は、伊勢市ボ
ランティア連絡協議会へ問い合
わせてください。

　次のとおり、伊勢市ボランティ
ア連絡協議会に寄付をいただきま
した。ありがとうございました。

手作り品２件／お米／果物10箱

７月にボランティアまつりを開催

伊勢市ボランティア連絡協議会 会長　泰 道 詞 子

模擬店防災コーナー

◆ボランティア会員新年交流会
　（１月12日㈷）
◆チャリティ映画会（１月25日㈰）
◆三重県ボランティア連絡協議会研
修会（２月８日㈰）
◆リサイクル活動〔資源回収〕（偶数
月の第３土曜日）
◆黄色いレシート運動の実施（イオ
ン伊勢店、イオンタウン伊勢ララ
パーク)

事業計画（１～３月）
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　台風16号の大雨による土砂災害被災地の兵
庫県丹波市へ、伊勢市・伊勢市社会福祉協議会・

伊勢市災害ボランティアネットワークの人たち

と一緒に参加しました。

　民家の庭の土砂除去をしたり、その真上の

30度ぐらいの傾斜面で、なぎ倒された大木や
切断された丸太を抱えたり引きずったりして、

足元のおぼつかない中での汗だくの作業でした。

　また、その家の墓があり、地蔵尊の一体がま

だ見つかっていないので「ぜひ見つけてほしい」

との要望がありました。ボランティアの懸命の

作業の結果、土砂の中から見つかり、大変感謝

されました。まさに“力は出るもの、出せるもの”

です。良い汗をかかせてもらった一日でした。

 （佐久間）

　９月20日、「伊勢市障がい者体育祭」が開催
されました。私は、視覚障がい者福祉会から参

加される皆さんのエスコート（付き添い補助）を

しました。

　今回が初めての参加だったため、移動の際の

誘導の仕方が分からずに前の人とぶつかってし

まい、役割に対する甘さと勉強不足のせいで申

し訳なく思いました。

　座布団投げとカローリングでは投げる方向と

飛んだ距離を、玉入れでは籠の向きと高さを伝

えます。車いす対抗リレーでは、私の担当する

チームが１位でした。皆さんの笑顔に、元気と

勇気を頂きま

した。（米山）

　秋晴れの日に、伊勢市駅前から外宮参拝など

をされる車いすでの参加の方々に、伊勢市ボラ

ンティア連絡協議会として、エスコート（付き

添い補助）のボランティアをさせていただきま

した。

　私が担当した人は、障がい者をサポートする

立場の人で、車いすの人が海外旅行へ行く時に

同行するボランティアをされており、一緒に行

動することでいろいろな経験ができることを話

されました。そして、共に行動している間に、

彼女の今までの経験などを聞く機会に恵まれ、

ボランティアを通じて人との関わりが多種多様

に行えるということを教えていただきました。

　自分から積極的に参加することで世界は広が

るということを知り、私にとって良い一日でし

た。 （浦）

　恒例の伊勢まつりに、私たち伊勢市ボランテ

ィア連絡協議会も例年どおり参加しました。福

祉バザー、フリーマーケット、コーヒーの店に

加え、３・11東日本大震災以来、岩手県の物
産販売を行って支援させていただいています。

今年は、台風の影響を受けて伊勢まつりは一日

のみの開催となりました。

　毎年、私たちのブースをお目当てにいらっし

ゃる人もおり、今年もお客さまとの楽しい会話

が弾みました。 （中村）

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

伊勢市障がい者体育祭 災害ボランティアに参加して

東海北陸バリアフリー市民交流会 In三重

伊勢まつりへの参加

全員でのゲーム

祝 三重県知事福祉功労賞
おめでとうございます

人形劇団 おたまじゃくし
長年の活動に対し、このたび受賞されました。

裏山から流出した
土砂の除去作業

伊勢まつりの
にぎわいの様子
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震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た
の
は
、

「
と
に
か
く
逃
げ
る
」
こ
と
の

で
き
な
い
人
た
ち
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
地
域
で
も
大
震
災
が
危

惧
さ
れ
る
中
、
地
域
や
個
人
の

現
実
を
踏
ま
え
た
、
よ
り
人
間

の
視
点
か
ら
の
対
策
が
必
要
で

す
。
私
た
ち
は
、
地
域
の
グ
ル

ー
プ
や
小
学
校
を
対
象
に
、
そ

の
よ
う
な
視
点
で
の
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。「
災
害
弱
者

の
視
点
か
ら
の
地
震
・
津
波
対

策
」
の
講
演
活
動
や
、
あ
な
た

の
地
域
の
地
震
・
津
波
対
策
の

教
育
、
研
究
、
そ
し
て
実
践
の

た
め
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
私
も
災
害
弱
者
で

す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
、
妊

婦
さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
、
お
年

寄
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
や
障

が
い
の
あ
る
人
々
…
こ
う
い
っ

た
人
た
ち
を
災
害
弱
者
と
言
い

ま
す
。
地
震
や
津
波
が
起
こ
っ

た
と
き
に
、
ど
う
し
て
も
不
利

な
立
場
に
な
り
や
す
い
人
た
ち

で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の

ご
家
族
や
関
係
者
な
ど
も
一
緒

に
避
難
し
ま
す
の
で
、
広
い
意

味
で
の
災
害
弱
者
で
す
。
伊
勢

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
人
口
が

25
％
を
超
え
た
の
で
、
住
民
の

半
分
く
ら
い
は
何
ら
か
の
災
害

弱
者
と
考
え
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
。

　

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、

こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
命
を
守
る

に
は
、「
と
に
か
く
逃
げ
ろ
」

で
は
済
み
ま
せ
ん
。
東
日
本
大

で
継
続
的
に
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。

　

銀
行
の
よ
う
に
、
世
の
中
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
事

業
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
て

起
業
が
で
き
た
な
ら
、
そ
れ
も

一
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
だ
と
思
い

ま
す
。
今
年
も
、
地
域
を
豊
か

に
し
て
く
た
め
に
一
緒
に
考

え
、実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

す
が
、
時
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市

民
活
動
団
体
も
経
済
成
長
の
一

役
を
担
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

大
き
な
収
益
は
な
く
て
も
、
継

続
し
て
地
域
貢
献
活
動
を
行
い

な
が
ら（
雇
用
す
る
た
め
の
）利

益
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

例
え
ば
、
銀
行
な
ど
は
、
地
域

社
会
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う

社
会
貢
献
事
業
を
、
お
金
を
媒

体
に
し
て
行
い
、
利
益
を
生
ん

　

今
年
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活

動
団
体
の
皆
さ
ん
が
飛
躍
で
き

る
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
経
済
成
長
は
大
事
だ

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
財
政
の

破
綻
を
招
か
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
経
済
成
長
が
一
番

の
特
効
薬
な
の
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
と

い
う
と
、
経
済
成
長
と
は
関
係

の
な
い
活
動
と
思
わ
れ
が
ち
で

代
表　

井
戸
坂（
☎
36
７
６
３
８
）

M

ミ

エ

ie P

プ

ロ

テ

ク

ト

rotect O

ワ

ン

セ

ル

フ

neself
 

（
三
重 

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.55

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎
⑳
４
３
８
５
）

パルティ４コマ劇場

眠
れ
な
い
…
。

眠
れ
な
い
…
。

何
か
が
違
う
…
？

パ
ル
テ
ィ
、
夢
の
中
に

入
っ
て
き
た
ら
ダ
メ
だ

よ
。

こ
れ
で
ゆ
っ
く
り
眠
れ
る

ね
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
。

謹
賀
新
年

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料〔
平
成
26
年
度
〕

約
１
１
９
２
万
４
千
円

利
用
人
数〔
平
成
25
年
度
〕

６
万
２
４
６
７
人
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要
事
項
お
よ
び
作
文（
４
０
０

字
程
度
、
テ
ー
マ
は
「
応
募
の

動
機
」「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
に
つ
い
て
の
意
見
」「
介
護

に
関
す
る
自
分
自
身
の
経
験
」

の
い
ず
れ
か
）
を
記
入
し
、
本

人
が
直
接
同
課
へ

※
応
募
用
紙
は
同
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

選
考
方
法　

書
類
審
査
・
面
接

※
選
考
結
果
は
３
月
上
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

※
月
額
２
万
７
０
０
０
円（
交

通
費
を
含
む
）
を
上
限
に
、
予

算
の
範
囲
内
で
報
酬
な
ど
を
支

払
い
ま
す
。

・
介
護
保
険
・
社
会
福
祉
・
権

利
擁
護
・
消
費
者
保
護
の
い
ず

れ
か
に
関
す
る
知
識
・
経
験
を

有
す
る

・
心
身
と
も
に
健
康
で
体
力
が

あ
る

・
介
護
相
談
員
派
遣
事
業
に
対

す
る
理
解
と
熱
意
が
あ
る

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者（
所
）

の
役
員
や
従
事
者
で
な
い

・
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し

て
い
る

・
月
６
回
程
度
以
上
の
活
動

（
１
回
１
時
間
30
分
程
度
）の
ほ

か
、
隔
月
１
回
の
定
例
会
議
、

お
よ
び
必
要
な
研
修（
６
月
８

日
㈪
〜
11
日
㈭〔
３
泊
４
日
〕と

７
月
17
日
㈮
に
大
阪
で
予
定
）

に
参
加
で
き
る

・
日
中
を
通
じ
、
主
に
事
業
所

の
希
望
す
る
時
間
帯
に
合
わ
せ

て
活
動
で
き
る

・
自
分
で
移
動
手
段
を
確
保
で

き
る

・
任
期
を
通
し
て
活
動
で
き
る

任
期　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜

平
成
29
年
３
月
31
日

募
集
人
数　

２
人

申
し
込
み　

１
月
15
日
㈭
〜
２

月
６
日
㈮
に
、
応
募
用
紙
に
必

　

介
護
相
談
員
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
事
業
所

を
訪
問
し
、
利
用
者
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
要
望
・
疑
問
・

苦
情
・
不
安
な
ど
を
聞
き
取
り
、

そ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
事

業
所
と
の
調
整
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
、
介

護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人

参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

介
護
保
険
課（
☎
�
５
５
６
０
）

介
護
相
談
員
を
募
集

・
講
習
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
す
る
意
欲
が
あ
る

内
容　

視
覚
障
が
い
や
音
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
講

義
、
音
訳
の
実
習
、
録
音
体
験

な
ど

講
師　

三
重
県
声
の
ポ
ス
ト
友

の
会
会
員

定
員　

25
人
程
度（
書
類
審
査

な
ど
に
よ
り
選
考
）

申
込
期
限　

１
月
26
日
㈪（
必

着
）

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

材
費
８
６
４
円
が
必
要
で
す
。

※
実
施
要
項
・
申
込
書
は
、
同

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.zc.ztv.ne.jp/

m
ieten/p/

）に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

視
覚
障
が
い
者
福
祉
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る

人
を
対
象
に
、
音
訳
技
術（
聞

き
取
り
や
す
い
読
み
の
技
術
）

の
基
礎
を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

受
講
後
は
、
録
音
図
書
の
作

成
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

と
き　

２
月
14
日
〜
３
月
14
日

の
毎
週
土
曜
日
、
午
前
10
時
〜

正
午
・
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

三
重
県
視
覚
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
・
大
研
修
室（
津

市
桜
橋
２
丁
目
１
３
１
・
三
重

県
社
会
福
祉
会
館
内
）

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人

・
視
覚
障
が
い
者
福
祉
に
理
解

と
熱
意
が
あ
る

・
全
日
程
に
参
加
で
き
る

・
音
訳
経
験
が
な
い

・
パ
ソ
コ
ン
が
使
用
で
き
る

講 

座

三
重
県
視
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
・
２
１
３
・
７
３
０
０
）

音
訳
奉
仕
者
養
成
講
習
会
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最
終
回
と
な
る
今
回
は
、

「
大
和
と
伊
勢
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
い
ま
す
。

と
き　

２
月
７
日
㈯
、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館
・
４

階
大
会
議
室

内
容　

講
演
「
飛あ

す
か
の
き
よ
み
は
ら
ぐ
う

鳥
浄
御
原
宮

と
神
宮

－

倭
や
ま
と
ひ
め
の
み
こ
と

姫

命
と
斎
王

－

」
菅
谷
文
則
さ
ん（
奈
良
県

立
橿
原
考
古
学
研
究
所
所
長
）、

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
街
道
案
内

「
伊
勢
へ
の
街み

道ち

を
ゆ
く
」
裏う

ら

宗む
ね

久ひ
さ

さ
ん（
風
景
街
道
「
伊
勢

街
道
」
連
絡
協
議
会
会
長
）

定
員　

１
６
０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

参
加
者
全
員
の
氏

名
と
代
表
者
の
電
話
番
号
を
、

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課

（
FAX
�
５
５
２
２
、
ア
ド
レ
ス

kanko
@
city.ise.m

ie.jp

）へ

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

全
５
回
参
加
者
に
は
完
歩
賞
が

あ
り
ま
す
。

　

体
力
の
維
持
・
向
上
や
運
動

を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の

た
め
、
楽
し
く
参
加
で
き
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と
き　

１
月
25
日
㈰
、
午
前
９

時
30
分
〜（
受
け
付
け
は
午
前

９
時
〜
）

集
合
場
所　

御
薗
総
合
支
所
・

駐
車
場

内
容　

神
社
・
大
湊
摂
社
末
社

巡
り
コ
ー
ス（
約
11
㎞
）の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ

参
加
費　

１
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

飲
み
物

問
い
合
わ
せ
先　

伊
勢
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
奥
田
さ

ん（
☎
０
９
０
・
７
６
９
６
・

２
８
６
２
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
荒
天
の
場
合
、
午
前
７
時
に

開
催
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、

大
人
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

催
し
物

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
�
７
８
９
５
）

市
民
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕

35
万
円（
５
回
分
）

観
光
企
画
課（
☎
�
５
５
６
５
）

お
か
げ
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

離
乳
食
を
安
心
し
て
進
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
簡
単
で
お
い

し
い
離
乳
食
作
り
を
栄
養
士
が

紹
介
し
ま
す
。

と
き　

２
月
９
日
㈪
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
７
〜
11
カ
月
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
後
期
〜
完
了

期
）の
お
話
と
試
食

定
員　

25
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
月
15
日
㈭
か

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）へ

話
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
ど

定
員　

30
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

飲
み
物
、
動
き
や
す

い
服
装
・
靴

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）が
進
行

す
る
と
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な

ど
の
生
活
習
慣
病
に
な
る
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
の
予
防

や
改
善
の
た
め
に
は
、
運
動
と

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
教
室
を
通
じ
、
安
全
に

運
動
を
行
う
た
め
の
正
し
い
知

識
や
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
身

に
付
け
ま
し
ょ
う
。

と
き　

２
月
19
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
で
、
健
診
な

ど
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
改
善
や
予
防
が
必
要
と

言
わ
れ
た
人
な
ど

内
容　

医
師
講
演
「
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
改
善
の
た

め
の
運
動
に
つ
い
て
」
堂
本
洋

一
さ
ん（
伊
勢
慶
友
病
院
長
）、

栄
養
士
に
よ
る
適
正
カ
ロ
リ
ー

と
バ
ラ
ン
ス
食
に
つ
い
て
の
お

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

今
か
ら
始
め
る
健
康
習
慣

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
改
善
の
た
め
の
運
動

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

離
乳
食
教
室

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕

約
36
万
５
千
円（
16
回
分
）

と
き　

１
月
22
日
㈭
、
午
後
１

時
〜
２
時

と
こ
ろ　

伊
勢
総
合
病
院
・
２

階
講
堂

内
容　

講
座
「
糖
尿
病
と
薬
〜

効
果
と
注
意
点
を
再
確
認
〜
」

高
尾
雄
介（
伊
勢
総
合
病
院
薬

剤
師
）

伊
勢
総
合
病
院
栄
養
管
理
課

（
☎
�
５
１
１
１
）

糖
尿
病
教
室



15 広報いせ ●平成27年１月15日号広報いせ ●平成27年１月15日号

と
き　

４
月
５
日
㈰
、
午
後
２

時
〜（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

出
演
者　

野
村
万
作
さ
ん
・
野

村
萬
斎
さ
ん（
い
ず
れ
も
狂
言

師
）な
ど

入
場
料　

５
８
０
０
円（
全
席

指
定
席
）

※
入
場
券
は
、
１
月
31
日
㈯
・

午
前
９
時
か
ら
同
館
事
務
所
・

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
・
喫
茶
ア

イ
ド
ル
・
村
林
楽
器
店
な
ど
で
、

午
前
10
時
か
ら
村
井
楽
器
伊
勢

店
・
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
・
エ
ム
ズ

ネ
ッ
ト（
三
重
県
文
化
会
館
Ｗ

Ｅ
Ｂ
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
）
な

ど
で
販
売
し
ま
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
が
進
む
社
会

で
、
誰
も
が
直
面
す
る
か
も
し

れ
な
い
介
護
に
つ
い
て
、
そ
の

実
情
や
制
度
を
知
り
、
仕
事
と

の
両
立
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

情
報
を
得
て
お
く
べ
き
か
な
ど

を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

と
き　

２
月
６
日
㈮
、
午
後
３

時
30
分
〜
５
時

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所
・

４
階
中
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
し
て
い
る
人

講
師　

菅
原
幸
子
さ
ん（
一
般

財
団
法
人
女
性
労
働
協
会
女
性

就
業
支
援
専
門
員
）

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
FAX
�
５
６

４
２
、
ア
ド
レ
スkouryu@

city.ise.m
ie.jp)

へ

市
民
交
流
課（
☎
�
５
５
１
３
）

介
護
と
仕
事
の
両
立
に
向
け
て

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

　

冬
は
、
寒
さ
の
た
め
に
血
圧

が
上
が
り
や
す
い
季
節
で
す
。

加
え
て
、
塩
分
の
取
り
過
ぎ
は

高
血
圧
に
つ
な
が
り
や
す
い
た

め
注
意
が
必
要
で
す
。

　

減
塩
で
も
お
い
し
い
簡
単
レ

シ
ピ
で
、
高
血
圧
を
予
防
し
、

血
管
を
元
気
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

と
き　

２
月
11
日
㈷
、
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ

ー
・
１
階
調
理
室

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

高
血
圧
を
予
防
す
る
食

生
活
に
つ
い
て
の
講
話
、
簡
単

減
塩
レ
シ
ピ
を
使
っ
た
調
理
実

習定
員　

30
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

マ
ス
ク
、
調
理
実
習
費
３
０
０

円申
し
込
み　

１
月
15
日
㈭
か

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）へ

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

冬
の
高
血
圧
予
防
対
策
!!

～
血
管
に
や
さ
し
い
料
理
～

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

　

県
下
の
税
務
連
絡
協
議
会
の

主
催
で
、
次
の
と
お
り
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

２
月
10
日
㈫
、
午
後
３

時
〜
５
時

と
こ
ろ　

神
宮
会
館
・
大
講
堂

（
宇
治
中
之
切
町
１
５
２
）

内
容　

村
中
健
一
さ
ん（
名
古

屋
国
税
局
局
長
）
に
よ
る
新
春

講
演
、
税
に
関
す
る
作
文
の
受

賞
者
と
作
文
の
紹
介

伊
勢
商
工
会
議
所
内
・
伊
勢
税
務

連
絡
協
議
会（
☎
�
５
１
５
１
）

観
光
文
化
会
館（
☎
�
５
１
０
５
）

新
春
税
務
講
演
会

野
村
万
作
・
萬
斎

狂
言
の
世
界

観
光
文
化
会
館
自
主
事
業

と
き　

①
２
月
３
日
〜
３
月
24

日
の
毎
週
火
曜
日
・
②
２
月
４

日
〜
３
月
25
日
の
毎
週
水
曜

日
、
午
前
10
時
〜
正
午（
各
８

回
）

と
こ
ろ　

県
営
大
仏
山
公
園
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　

各
８
人（
先
着
順
）

受
講
料　

各
９
０
０
０
円（
保

険
代
を
含
む
）

※
教
室
開
始
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

に
つ
い
て
は
、
受
講
料
を
返
金

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み　

１
月
20
日
㈫
か

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
管

理
事
務
所
へ

※
教
室
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
山
本
コ
ー
チ（
☎
０
９
０
・

９
９
２
４
・
３
７
５
８
）
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

県
営
大
仏
山
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
�
６
５
６
５
）

県
営
大
仏
山
公
園

テ
ニ
ス（
硬
式
）教
室

野村万作さん野村萬斎さん

い
せ
ト
ピ
ア
ま
な
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト

ス
タ
ン
プ
対
象
事
業
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滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た

次
の
不
動
産
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
公
売
し
ま
す
。

公
売
物
件　

土
地（
所
在
地
…

上
野
町
字
北
雨
淵
３
５
５
番

47
、
面
積
…
２
０
０
・
44
㎡
）

入
札
参
加
条
件　

一
定
の
資
格

を
満
た
す
個
人
・
法
人（
Ｙ
ａ

ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｉ
Ｄ

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
）

入
札
参
加
申
込
期
間　

１
月
７

日
㈬
・
午
後
１
時
〜
23
日
㈮
・

午
後
11
時

入
札
期
間　

１
月
30
日
㈮
・
午

後
１
時
〜
２
月
６
日
㈮
・
午
後

１
時

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

は
、
国
の
方
針
に
沿
っ
て
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

医
師
・
薬
剤
師
に
十
分
相
談

の
上
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
切
り
替
え
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

伊
勢
市
国
民
健
康
保
険
と
三

重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

薬
代
が
一
定
額
以
上
軽
減
さ
れ

る
と
見
込
ま
れ
る
被
保
険
者

に
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
」
を
２

月
に
送
付
し
ま
す
。

対
象　

生
活
習
慣
病
な
ど
の
医

薬
品
を
長
期
間
処
方
さ
れ
て
い

る
人
で
、
薬
代
が
一
定
額
以
上

軽
減
さ
れ
る
見
込
み
の
人

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と

は
、
先
発
医
薬
品
と
比
べ
て
低

価
格
な
の
に
、
安
全
性
や
効
き

目
は
先
発
医
薬
品
と
同
等
で
あ

る
と
国
が
認
め
た
後
発
医
薬
品

の
こ
と
で
す
。

　

全
て
の
医
薬
品
に
対
し
て
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
で

と
き　

１
月
31
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

（
吹
上
１
丁
目
11

－

31
）

内
容　

賃
金
不
払
い
や
不
当
解

雇
な
ど
の
労
働
問
題
、
年
金
、

ロ
ー
ン
、
保
険
の
見
直
し
、
住

宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、

暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
の
無
料
相
談

相
談
員　

弁
護
士
、
社
会
保
険

労
務
士
、
専
門
相
談
員

申
し
込
み　

１
月
29
日
㈭
・
午

後
４
時
ま
で
に
、
氏
名
・
連
絡

先
・
相
談
内
容
を
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
同
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
FAX
�
５
４
２
５
）へ

※
先
着
順
に
受
け
付
け
、
相
談

者
が
多
数
に
な
っ
た
場
合
は
お

断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
伊
勢
志
摩
労
働
者

福
祉
協
議
会
内
・
暮
ら
し
ほ
っ
と

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
伊
勢
志
摩

（
☎
�
８
１
１
７
）

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
…
医
療
保

険
課
国
民
健
康
保
険
給
付
係

（
☎
�
５
６
４
６
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
…

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
０
５
９
・
２
２
１
・
６
８
８
４
）、

医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係

（
☎
�
５
５
５
２
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
促
進

薬
代
が
軽
減
さ
れ
そ
う
な
人

に
お
知
ら
せ
を
送
付

収
税
課（
☎
�
５
５
３
６
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

不
動
産
を
公
売（
再
公
売
）

広
告
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下
表
の
市
有
地
を
、
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

入
札
参
加
条
件　

一
定
の
資
格

を
満
た
す
個
人
・
法
人（
入
札

保
証
金
が
必
要
）

申
し
込
み　

２
月
９
日
㈪
〜
13

日
㈮
に
、
申
込
書
と
添
付
書
類

を
直
接
同
課
へ

入
札
日　

２
月
18
日
㈬

※
入
札
が
不
調
と
な
っ
た
場
合

は
、
入
札
日
の
翌
日
か
ら
先
着

順
に
売
却
し
ま
す
。

※
入
札
案
内
は
、
同
課
・
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
が
所
有
す
る
公
有
財
産

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
」
の
一
般
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す
。

売
却
物
件　

市
有
地
・
車
両（
下

表
参
照
）

入
札
参
加
条
件　

一
定
の
資
格

を
満
た
す
個
人
・
法
人（
Ｙ
ａ

ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｉ
Ｄ

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
）

入
札
参
加
申
込
期
間　

１
月
15

日
㈭
・
午
後
１
時
〜
２
月
４
日

㈬
・
午
後
２
時

入
札
期
間　

２
月
19
日
㈭
・
午

後
１
時
〜
26
日
㈭
・
午
後
１
時

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

管
財
契
約
課（
☎
�
５
５
２
６
）

公
有
財
産
を
売
却

公有財産売却物件

車両
塵
じんかい

芥車　　　　３台

油圧ショベル　１台

市有地

所在地 桜木町字丸山203番53
面積 104.48㎡（約31.6坪）
地目 宅地

建ぺい率（容積率） 50%（100%）
用途地域 第一種低層住居専用地域

最低売却価格 3,281,000円

用
地
課（
☎
�
５
５
６
２
）

市
有
地
を
売
却

市有地売却物件

所在地 面積 地目 建ぺい率
（容積率） 用途地域 最低売却価格

宮川１丁目
813番2

125.85㎡
（約38.1坪）

宅地
60%

（200%）
第一種住居地域 3,006,000円

大湊町字稲荷裏
422番47

159.24㎡
（約48.2坪）

宅地
60%

（200%）
第一種住居地域 955,000円

大湊町字稲荷裏
422番48

243.45㎡
（約73.6坪）

宅地
60%

（200%）
第一種住居地域 1,460,000円

広
告



18広報いせ ●平成27年１月15日号広報いせ ●平成27年１月15日号

和
し
、
労
働
者
一
人
一
人
の
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
仕

事
と
生
活
の
調
和
）
と
、
企
業

に
よ
る
優
秀
な
人
材
の
確
保
・

定
着
を
図
る
た
め
、
職
務
・
勤

務
地
・
労
働
時
間
を
限
定
し
た

「
多
様
な
正
社
員
」
制
度
の
実

現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
多
様

な
正
社
員
」
制
度
の
円
滑
な
導

入
・
運
用
の
た
め
に
「
雇
用
管

理
上
の
留
意
事
項
」
を
ま
と
め

ま
し
た
の
で
、
職
務
・
勤
務
地
・

労
働
時
間
を
限
定
し
た
正
社
員

制
度
の
導
入
や
運
用
の
見
直
し

を
検
討
す
る
際
に
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
三
重
労
働
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://m

ie-

ro
u
d
o
u
kyo
ku
.jsite.m

hlw
.

go.jp/

）
で
「
多
様
な
正
社
員
」

と
検
索
し
て
関
連
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

「
正
社
員
」
と
「
非
正
規
雇

用
の
労
働
者
」
の
二
極
化
を
緩

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

申
請
先

・
二
見
町
の
学
校
…
二
見
公
民

館・
小
俣
町
の
学
校
…
小
俣
総
合

体
育
館

・
御
薗
町
の
学
校
…
御
薗
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

・
そ
の
他
の
学
校
…
各
学
校

使
用
料　

下
表
の
と
お
り（
照

明
使
用
時
の
み
必
要
）

※
学
校
行
事
や
市
の
行
事
が
あ

る
と
き
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
学
区
内
に
あ
る
団
体
の
利
用

を
優
先
し
ま
す
。

※
使
用
可
能
な
時
間
に
つ
い
て

は
、
各
学
校
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

円申
し
込
み　

申
請
書
を
直
接
同

課
へ

※
12
月
17
日
現
在
、
99
件
の
募

集
枠
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
書
な
ど
は
同
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
立
小
・
中
学
校

の
体
育
施
設（
体
育
館
・
運
動

場
な
ど
）
を
開
放
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
団
体
に
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
〜
平
成
28
年

３
月
に
施
設
の
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
事
前
に
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法　

２
月
２
日
㈪
〜
13

日
㈮（
申
請
先
の
休
業
日
を
除

く
）
に
、
申
請
書
を
直
接
申
請

先
へ

※
申
請
書
は
各
申
請
先
に
あ
り

　

太
陽
光
発
電
は
、
発
電
時
に

二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
ク

リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
石

油
資
源
に
頼
ら
な
い
た
め
持
続

可
能
な
社
会
の
構
築
に
役
立
ち

ま
す
。
発
電
し
た
電
力
は
電
力

会
社
に
買
い
取
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
停
電
・
災

害
時
に
役
立
ち
ま
す
。

　

市
で
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
補
助
の
制
度
を
見
直

し
、「
平
成
27
年
３
月
末
ま
で

に
事
業
着
手
し
、
事
業
完
了
・

実
績
報
告
が
平
成
27
年
４
月
以

降
に
な
る
事
業（
年
度
を
ま
た

ぐ
事
業
）」
も
対
象
と
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

補
助
制
度
の
概
要

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
人

・
現
在
所
有
し
て
い
る
ま
た
は

新
築
す
る
住
宅
・
事
業
所
な
ど

に
設
備
を
設
置
す
る
人

・
未
使
用
の
設
備
を
設
置
し
た

新
築
住
宅
・
事
業
所
な
ど
を
購

入
す
る
人

補
助
金
額　

１
件
に
つ
き
６
万

環
境
課（
☎
�
５
５
４
０
）

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
の
対
象
を
拡
大

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕

１
４
４
０
万
円

使
用
料
収
入〔
平
成
26
年
度
予
算
額
〕

７
０
０
万
円

※
施
設
開
放
委
託
料
・
光
熱
水
費

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
�
７
８
９
１
）

学
校
体
育
施
設
の
利
用

学校体育施設の利用
施　設 学　　校　　名 使用料

体育館

小俣小、明野小、御薗小、倉田山中、
五十鈴中、厚生中、港中、二見中、
小俣中、御薗中

全面：1,020円／２時間
片面： 510円／２時間

上記以外の小・中学校 全面： 510円／２時間

運動場
小俣中、二見中 全面：1,020円／１時間
御薗小 全面： 510円／１時間

テニスコート 小俣中、御薗中 １面： 300円／１時間
※宮川中学校は、新体育館完成までの間は利用できません。

三
重
労
働
局
監
督
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
６
）

「
多
様
な
正
社
員
」
制
度

の
円
滑
な
導
入
・
運
用
の

た
め
に
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　外宮の周辺地域である山田の歴史や生活文化を伝える講座などを行う「伊

勢やまだ大学」では、山田にある各商店街の商店主が、プロならではの専門

的な知識や暮らしに役立つ情報を発信する「お店ゼミ」を２月に実施します。

※お店ゼミの日時・内容・申し込み方法など詳しくは、１月23日㈮以降、
伊勢やまだ大学のホームページ（http://ise-yamada.jp/）をご覧ください。

時１月18日㈰、10：00～　所
く す お

樟尾神社（四郷小学校

前）　内楠部町に古くから伝わる萬歳楽。子供御輿、
鬼打ち（厄除け家内安全）、豊

ほうねんまい

年舞（五穀豊穣）をする

神事で、楠部町最大の祭典です。

時２月８日㈰、13：30～　所労働福祉会館　内皇學
館大学教授・岡田登先生より、何故、伊勢に皇祖神

が祀られたかなどを中心に、神宮と伊勢についての

講演をいただきます。　定100人（先着順）　申１月
24日㈯（必着）までに、住所・氏名・電話番号を、
はがきで同会伊勢支部・出口さん（〒519-0606二見
町荘1684）へ

時２月12日㈭、13：30～16：00　所市役所本館・２階
2-1会議室　内相続手続き・遺言書、許認可申請、
法人設立、権利義務、契約書作成などの相談　定10
人（事前予約５人、当日受け付け５人〔いずれも先着

順〕）　申事前に同会へ

時２月14日㈯、13：00～15：00　所伊勢市産業支援
センター　内片づかないには理由がある。「整理」「収
納」「片づけ」「整頓」とは何？まずは基本を知ろう。

定30人（先着順）　申事前に同団体へ

時２月14日㈯、14：00～　所尾崎咢堂記念館　内出
演は祥

よしと

人（東京）永田雅之（東京）細江祐司（伊勢）マシ

マロレシピ（伊勢）。詳しくは「細江祐司」で検索ま

たはお電話ください　料500円

伊勢やまだ大学「お店ゼミ」

里神楽「萬
まんざいら く

歳楽」

伊勢の大神宮とお伊勢参り

行政書士による無料相談会

たかが片づけ、されど片づけ

ライブコンサートのお知らせ

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベ
ント情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内や会員募集などに利用
できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。

イベント掲示板

みんなの広場

伊勢やまだ大学運営委員会事務局（☎25-5155）

楠部町萬歳楽保存会（☎24-3311〔楠部町公民館〕）
時１月18日㈰、13：00～　所福祉健康センター・２
階　内６年後に地元はどうなるのか。高齢での生活
の悩みをどう解決するのか。集い合い、聴いて話し

て、近所のチカラを再確認しましょう。　定50人（先
着順）

この地域で最期まで生きるために
「終わりよければ」いせの会（☎63-5226）

時１月25日㈰、19：00～　所伊勢河崎商人館・角吾
座　内商人館奥に建つ蔵の中で、二胡の調べを楽し
む趣ある演奏会です。駐車場もあります。　定80人
程度（先着順）

河崎の蔵で楽しむ四季の二胡
茶
ち ゃ く ら

ＫＵＲＡ二胡（☎36-7536）

一般財団法人三重県友の会伊勢支部・志摩支部
（☎090-7045-7961）

三重県行政書士会伊勢支部（☎050-3738-6212）

整理収納コンシェルジュ（☎090-2771-9090）

細江さん（☎090-8150-7152）

時とき  所ところ　対対象 　内内容
定定員　料料金　　申申し込み

３月15日号＝１月30日㈮
４月１日号＝２月13日㈮

イベント掲示板
&みんなの広場

掲載申し込み
締め切り

時１月20日㈫～31日㈯　所イオンタウン伊勢ララパ
ーク・２階　内それぞれ個性の違う三者、世古口大
虚・尾崎白峰・飯田祥光。時代の同期。作品の誕生

に望みをかけた作品を展示します。

書家３人展 世古口さん（☎36-2344）



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル
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伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成26年度予算〕 　　2,900万円（24回分）

発行日／平成27年１月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第157号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

起業支援施設の利用者を募集

マ
イ

伊勢 で
乗って参って伊勢まいりん くん

公益社団法人伊勢市観光協会（☎㉘３７０５） 

　車では気付かない伊勢の魅力を伝えるサイクルフォ

トイベント「伊勢ＭＹりんで乗って参って」を開催し

ます。

と　　き　３月８日㈰、午前９時～午後４時
　　　　　(荒天の場合は３月15日㈰に延期)

集合場所　伊勢市駅前広場（南側）
内　　容　市内の神社・寺院を自転車で巡ります
定　　員　100人（先着順）
参 加 費　500円（特製まいりんくん手帳付き）
申し込み　１月19日㈪～２月16日㈪に伊勢市観光協会へ

　産業支援センターでは、創業予定者や創業後間

もない企業に対し、事業化や起業のための支援を

行っており、センター内には起業家支援室と起業

準備支援室があります。

　現在、これらの施設の利用者を募集しています。

主なメリット

●創業支援員が、事業立ち上げから自立段
階まで総合的にサポートします
●各事業所に合った支援策や公的助成金制
度の情報提供を行います
●原則24時間、各支援室を事務スペースと
して活用できます

※申請方法・利用料金など詳しくは、産業
支援センターへ問い合わせるか、産業支
援センターのホームページ（http://sangyo.
city.ise.mie.jp/）をご覧ください。

新たに創業する人または利用開始時点で創業後

５年を経過しない人で、起業家支援室・起業準

備支援室を活動拠点とし、退去後は原則、市内

を活動拠点とする人

※指定された神社・寺院を撮影した

写真を一定数提出していただいた

人に、木札をプレゼントします。

※いくつかのスポットでは、お茶な

どの振る舞いがあります。

※どこかにいる「伊勢まいりんくん」

を見つけて一緒に写真を撮ると、

何かいいことがあるかも…。

※レンタサイクル利用者は、別途レ

ンタル料500円が必要です。（台
数に限りがあるため、なるべく自

分の自転車で参加してください）

産業支援センター（☎63５６７７）

対
　
象

面　　積　5.6㎡または7.2㎡
募 集 数　２ブース
利用期間　原則６カ月間まで
※更新審査により、最長１年

間利用可能。

面　　積　12.3㎡
募 集 数　３部屋
利用期間　１年間
※毎年の更新審査により、

最長３年間利用可能。

起
業
家
支
援
室

起
業
準
備
支
援
室


